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技術指導

「食の安全」に関する技術指
導（農薬に代わる害虫駆除）

・「環境保全」に関する技術指
導（環境教育と植林）

ＯＤＡ

（官民連携草の根無償資金協力）

安全かつ高品質な
コーヒーの供給

コーヒー生産農民
（４村落，１５０人の農民から成る

モデルグループ）

援助対象

ブルーマウンテン
コーヒー株式会社

•ジャマイカのコーヒー産業は日本への輸出に多くを頼っているが、昨今日本では「食の安全」「環境保全」への関心
が高く、ジャマイカ側がそのような関心を意識した生産を行わなければ輸出量に影響を及ぼしうる。

•コーヒー産業委員会は資金不足のためコーヒー生産農民への技術指導を十分に行うことができなかった。

•UCCは、ジャマイカコーヒーを日本に広め、また1981年より30年に亘りブルーマウンテン地帯の零細農家の発展
に貢献し続けている。

【背景】

コーヒー産業委員会
Coffee Industry Board

研修会場の
無償提供

※ 供与限度額：50,029米ドル
被供与団体

コーヒー生産の安定による地域農民の生活向上，農薬による健康被害の減少，
植林による土壌保全

技術指導及び
必要な資材の
費用の供与

【効果】


